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  運用報告書（全体版） 

国際インドネシア債券オープン
（毎月決算型） 

 

愛称：ペランギ 

 
 

第60期（決算日：2016年12月９日） 

第61期（決算日：2017年１月10日） 

第62期（決算日：2017年２月９日） 

第63期（決算日：2017年３月９日） 

第64期（決算日：2017年４月10日） 

第65期（決算日：2017年５月９日） 
 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「国際インドネシア債券オープン

（毎月決算型）」は、去る５月９日に第65期の決算を

行いましたので、法令に基づいて第60期～第65期の

運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2021年11月９日まで（2011年12月８日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、安定したイン
カムゲインの確保と信託財産の成長を目指して
運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

インドネシア債券オープン マ
ザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

インドネシアの国債等（国債、政府
保証債、政府機関が発行する債券等
をいいます。）および政府の出資比
率が50％を超えている発行体の発
行する債券ならびに国際機関債 

運 用 方 法 

・インドネシアの国債等、インドネシア政府の出資
比率が50％超の発行体が発行する債券、および国
際機関債を主要投資対象とします。一部、インド
ネシアの社債等に投資する場合があります。 

・債券からの安定したインカムゲインの確保お
よび信託財産の成長を目指します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・マザーファンドへの投資割合は、
制限を設けません。 

・国債等および国際機関債以外への
実質投資割合は、取得時において、
当ファンドの純資産総額の35％以
内とします。 

・社債等への実質投資割合は、取得
時において、当ファンドの純資産
総額の10％以内とします。 

・外貨建資産への実質投資割合は、
制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・国債等および国際機関債以外への
投資割合は、取得時において、当マ
ザーファンドの純資産総額の35％
以内とします。 

・社債等への投資割合は、取得時に
おいて、当マザーファンドの純資
産総額の10％以内とします。 

・外貨建資産への投資割合は、制限
を設けません。 

分 配 方 針 

毎月９日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行
い、収益分配方針に基づいて分配を行います。分
配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と
売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案
して、分配金額を決定します。（ただし、分配対
象収益が少額の場合には分配を行わない場合も
あります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ・インドネシア
国 債 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

(円ベース、
国内投信用)

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
36期(2014年12月９日) 10,209 60 5.7 171.20 5.9 96.5 － 542

37期(2015年１月９日) 9,827 60 △ 3.2 168.44 △ 1.6 96.0 － 526
38期(2015年２月９日) 10,448 60 6.9 179.32 6.5 96.2 － 561
39期(2015年３月９日) 9,981 60 △ 3.9 172.20 △ 4.0 96.0 － 539
40期(2015年４月９日) 9,966 60 0.5 173.84 1.0 94.1 － 550
41期(2015年５月11日) 9,320 60 △ 5.9 164.07 △ 5.6 96.3 － 517
42期(2015年６月９日) 9,241 60 △ 0.2 162.67 △ 0.9 96.2 － 514
43期(2015年７月９日) 9,061 60 △ 1.3 161.63 △ 0.6 96.5 － 506
44期(2015年８月10日) 9,052 60 0.6 163.35 1.1 96.9 － 506
45期(2015年９月９日) 7,867 60 △12.4 144.66 △11.4 97.8 － 439
46期(2015年10月９日) 8,194 60 4.9 153.60 6.2 95.6 － 458
47期(2015年11月９日) 8,596 60 5.6 163.40 6.4 94.5 － 487
48期(2015年12月９日) 8,487 60 △ 0.6 162.25 △ 0.7 95.2 － 480
49期(2016年１月12日) 8,033 60 △ 4.6 153.66 △ 5.3 95.6 － 452
50期(2016年２月９日) 8,240 60 3.3 161.50 5.1 91.8 － 460
51期(2016年３月９日) 8,456 60 3.3 165.50 2.5 95.4 － 472
52期(2016年４月11日) 8,397 60 0.0 166.05 0.3 95.4 － 467
53期(2016年５月９日) 8,170 60 △ 2.0 161.76 △ 2.6 92.9 － 455
54期(2016年６月９日) 8,194 60 1.0 164.27 1.5 94.4 － 459
55期(2016年７月11日) 7,874 60 △ 3.2 159.28 △ 3.0 94.9 － 440
56期(2016年８月９日) 8,174 60 4.6 166.35 4.4 96.8 － 456
57期(2016年９月９日) 8,277 60 2.0 169.65 2.0 95.8 － 462
58期(2016年10月11日) 8,286 60 0.8 171.21 0.9 95.1 － 467
59期(2016年11月９日) 8,003 60 △ 2.7 166.96 △ 2.5 96.8 － 448

60期(2016年12月９日) 8,522 60 7.2 180.00 7.8 96.5 － 481
61期(2017年１月10日) 8,518 60 0.7 181.02 0.6 95.1 － 480
62期(2017年２月９日) 8,365 60 △ 1.1 179.22 △ 1.0 94.8 － 466
63期(2017年３月９日) 8,515 60 2.5 184.36 2.9 95.0 － 476
64期(2017年４月10日) 8,403 60 △ 0.6 184.44 0.0 96.3 － 465
65期(2017年５月９日) 8,511 60 2.0 188.22 2.1 96.7 － 471

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 
（注） シティ・インドネシア国債インデックス（円ベース、国内投信用）はCitigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている債券

インデックスです。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。   
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ・インドネシア国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率

 騰 落 率
(円ベース、
国内投信用)

騰 落 率

第60期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年11月９日 8,003 － 166.96 － 96.8 －

11月末 8,023 0.2 168.08 0.7 96.1 －

(期  末)  

2016年12月９日 8,582 7.2 180.00 7.8 96.5 －

第61期 

(期  首)  

2016年12月９日 8,522 － 180.00 － 96.5 －

12月末 8,480 △0.5 179.43 △0.3 94.6 －

(期  末)  

2017年１月10日 8,578 0.7 181.02 0.6 95.1 －

第62期 

(期  首)  

2017年１月10日 8,518 － 181.02 － 95.1 －

１月末 8,384 △1.6 178.49 △1.4 95.5 －

(期  末)  

2017年２月９日 8,425 △1.1 179.22 △1.0 94.8 －

第63期 

(期  首)  

2017年２月９日 8,365 － 179.22 － 94.8 －

２月末 8,392 0.3 180.34 0.6 94.2 －

(期  末)  

2017年３月９日 8,575 2.5 184.36 2.9 95.0 －

第64期 

(期  首)  

2017年３月９日 8,515 － 184.36 － 95.0 －

３月末 8,495 △0.2 184.27 △0.0 95.7 －

(期  末)  

2017年４月10日 8,463 △0.6 184.44 0.0 96.3 －

第65期 

(期  首)  

2017年４月10日 8,403 － 184.44 － 96.3 －

４月末 8,476 0.9 185.96 0.8 95.9 －

(期  末)  

2017年５月９日 8,571 2.0 188.22 2.1 96.7 －
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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分配金再投資基準価額（左目盛） 参考指数（左目盛）

基準価額等の推移

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第60期～第65期：2016/11/10～2017/５/９）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ10.9％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

第60期首： 8,003円
第65期末： 8,511円

（既払分配金 360円）
騰落率 ： 10.9％

（分配金再投資ベース）

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、ま

た、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意くださ

い。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
・保有債券の利子収益を享受したことや保有債券の利回りが低下したこ
と、インドネシア・ルピアが対円で上昇したことが、基準価額の上昇要
因となりました。
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

投資環境について （第60期～第65期：2016/11/10～2017/５/９）

◎債券市況
・インドネシア５年国債利回りは、当作
成期を通してみると低下しました。

・2016年11月は、トランプ次期米国大統
領候補の財政拡張的な政策により成長
が加速するとの期待を背景に、グロー
バルに利回りが上昇したことなどか
ら、インドネシアの利回りは上昇しま
した。

・2017年１月前半は消費者物価指数（Ｃ
ＰＩ）が市場予想を下回ったことに加
え、米国の金利上昇が一服したことな
どから、インドネシアの利回りは低下
しました。

・３月後半は、米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）にて米国の利上げペース
加速が示されなかったことを背景にグ
ローバルで金利が低下したことなどか
ら、インドネシアの利回りは低下しま
した。

（注）現地日付ベースで記載しております。
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インドネシア５年国債利回り

利回りの推移
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為替レート（円・インドネシアルピア）

為替市況の推移
（当作成期首を100として指数化）

◎為替市況
・インドネシア・ルピアは、当作成期を
通してみると対円で上昇しました。

・2016年11月から12月末にかけて、米国
の利上げ観測が強まりリスク回避姿勢
が高まったことなどから、インドネシ
ア・ルピアは米ドルに対して下落した
ものの、インドネシアの中央銀行が通
貨防衛の姿勢を示したことや米国の利
上げペースが速まるとの思惑で米ドル
高・円安が進んだことなどから、イン
ドネシア・ルピアは円に対しては上昇
しました。

・2017年初から３月にかけては、米トラ
ンプ大統領から米ドル高・円安を牽制
するコメントが発せられたことや、米
利上げペース加速の期待が後退し米ド
ル安・円高が進んだことなどから、イ
ンドネシア・ルピアは対円で緩やかに
下落しました。

・４月中旬以降は、フランス大統領選挙
の第１回投票結果を受けて、欧州の政
治不透明感が後退したことなどから、
米ドル高・円安が進みインドネシア・
ルピアは円に対して上昇しました。
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

＜国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）＞
・インドネシア債券オープン　マザーファンド受益証券を高位に組み入れ、実質的な運用
はマザーファンドで行いました。

＜インドネシア債券オープン　マザーファンド＞
・基準価額は当作成期首に比べ11.9％の上昇となりました。

・インドネシアの国債等（国債、政府保証債、政府機関が発行する債券等をいいま
す。）、およびインドネシア政府の出資比率が50％を超えている発行体の発行する債券
ならびに国際機関債を主要投資対象とし、一部、インドネシアの社債等に投資しまし
た。債券の組入比率は高位を保ちました。

・インドネシア・ルピア建債券のほか、米ドル建債券にも投資しました。また、米ドル建
債券への投資にあたっては、実質的にインドネシア・ルピア建となるように直物為替先
渡取引（ＮＤＦ）等を行いました。

・外貨建資産について、対円での為替ヘッジは行いませんでした。
・デュレーション＊については、当作成期の初めは6.6でしたが、当作成期末は6.7となり
ました。
＊デュレーションとは、「金利変動に対する債券価格の変動性」を示すもので、債券はデュレーションが大きいほ

ど、金利変動に対する価格の変動が大きくなる傾向があります。

・前記の結果、保有債券の利子収益を享受したことや保有債券の利回りが低下したこと、
インドネシア・ルピアが対円で上昇したことがプラス要因となり、基準価額は当作成期
首に比べ上昇しました。
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

（ご参考）
債券種別組入比率
作成期首（2016年11月９日）

種別 比率

国債証券 90.6％

特殊債券 3.5％

社債券 2.9％

地方債証券 －

作成期末（2017年５月９日）

種別 比率

国債証券 90.2％

特殊債券 3.6％

社債券 3.1％

地方債証券 －

・比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。

・社債券には政府の出資比率が50％を超えている企業の発行する債券が含まれております。

格付別組入比率
作成期首（2016年11月９日）

格付種類 比率

ＡＡＡ 3.5％

ＡＡ －

Ａ －

ＢＢＢ 93.6％

ＢＢ －

Ｂ以下 －

格付けなし －

作成期末（2017年５月９日）

格付種類 比率

ＡＡＡ 3.6％

ＡＡ －

Ａ －

ＢＢＢ 93.4％

ＢＢ －

Ｂ以下 －

格付けなし －

・比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。

・格付けは、Moody's、Ｓ＆Ｐの格付けのうち、上位の格付けをＳ＆Ｐの表示方法で表記しています。（出所：

Bloomberg）
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について （第60期～第65期：2016/11/10～2017/５/９）

・ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

・当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。上記のグラフは当
ファンド（ベビーファンド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。

・参考指数はシティ・インドネシア国債インデックス（円ベース、国内投信用）です。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第60期 第61期 第62期 第63期 第64期 第65期

2016年11月10日～
2016年12月９日

2016年12月10日～
2017年１月10日

2017年１月11日～
2017年２月９日

2017年２月10日～
2017年３月９日

2017年３月10日～
2017年４月10日

2017年４月11日～
2017年５月９日

当期分配金 60 60 60 60 60 60
（対基準価額比率） 0.699％ 0.699％ 0.712％ 0.700％ 0.709％ 0.700％
当期の収益 39 37 32 36 32 36
当期の収益以外 20 22 27 23 27 23

翌期繰越分配対象額 1,166 1,144 1,117 1,093 1,066 1,043

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。

-2.0％

0.0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

第60期
2016/11/９～
2016/12/９

第61期
2016/12/９～
2017/１/10

第62期
2017/１/10～
2017/２/９

第63期
2017/２/９～
2017/３/９

第64期
2017/３/９～
2017/４/10

第65期
2017/４/10～
2017/５/９

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

今後の運用方針

＜国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）＞
◎今後の運用方針
・インドネシア債券オープン　マザーファンド受益証券を高位に組み入れ、マザーファン
ドを通じて運用を行っていく方針です。

＜インドネシア債券オープン　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・インドネシア国内においては、政府による景気刺激策やインフラの整備・拡充を通じ
て、今後も高い経済成長を見込んでいます。一方で、インドネシアの債券市場は外国人
の保有比率が高いことや、対外債務への依存度が相対的に高いことなどから、外的要因
の変化やインドネシア・ルピアの下落には注意が必要と考えます。

◎今後の運用方針
・引き続き、インドネシアの国債等（国債、政府保証債、政府機関が発行する債券等をい
います。）、およびインドネシア政府の出資比率が50％を超えている発行体の発行する
債券ならびに国際機関債を主要投資対象として運用を行い、これらの債券を高位に保ち
ます。

・インドネシア・ルピア建以外の債券に投資した場合には、原則として、実質的にインド
ネシア・ルピア建となるように直物為替先渡取引（ＮＤＦ）等を行います。

・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行わない方針です。
・良好な財政・経済環境を背景に、債券市場は概ね安定的に推移すると思われるため、
デュレーションは現状の水準程度を維持する方針です。
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

○１万口当たりの費用明細 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

項 目 
第60期～第65期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 65  0.781  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (32)  (0.377) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (32)  (0.382) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.021) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 3   0.040  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.038) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 68   0.821   

作成期中の平均基準価額は、8,375円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

 

銘 柄 
第60期～第65期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円
インドネシア債券オープン マザーファンド 11,568 15,374 32,876 45,079

 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

○利害関係人との取引状況等 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
482 － － 482 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2017年５月９日現在) 

 

銘 柄 
第59期末 第65期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

インドネシア債券オープン マザーファンド 348,027 326,719 470,051
 
 
 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年５月９日現在) 

項 目 
第65期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

インドネシア債券オープン マザーファンド 470,051 98.9

コール・ローン等、その他 5,323 1.1

投資信託財産総額 475,374 100.0
 

（注） インドネシア債券オープン マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（469,002千円）の投資信託財産総額（470,189
千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算
レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝113.28円 100インドネシアルピア＝0.85円   

 

  

親投資信託残高 
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

○特定資産の価格等の調査 （2016年11月10日～2017年５月９日） 

＜インドネシア債券オープン マザーファンド＞ 

特 定 資 産 の 種 類 件  数 

直物為替先渡取引 4 
 
当作成期に、国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）の主要投資対象であるインドネシア債券オープ

ン マザーファンドにおいて行った取引のうち、「投資信託及び投資法人に関する法律」第11条に基づき価格

等の調査が必要とされた資産の取引については、ＰｗＣあらた監査法人へその調査を委託し、調査報告書を受

領しました。当該取引については、取引相手方の名称、通貨の種類、売買別、想定元本、満期日、その他当該

取引の内容に関することについて調査を依頼しました。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第60期末 第61期末 第62期末 第63期末 第64期末 第65期末 

2016年12月９日現在 2017年１月10日現在 2017年２月９日現在 2017年３月９日現在 2017年４月10日現在 2017年５月９日現在

  円 円 円 円 円 円

(A) 資産 485,356,329   484,853,765  470,923,396  481,161,378  469,574,606   475,374,094  

 コール・ローン等 5,394,853   5,483,220  5,242,780  5,450,688  5,282,123   5,200,554  

 インドネシア債券オープン マザーファンド(評価額) 479,885,862   479,355,363  465,564,652  475,014,913  464,167,711   470,051,636  

 未収入金 75,614   15,182  115,964  695,777  124,772   121,904  

(B) 負債 4,033,702   4,059,545  3,961,711  4,721,269  4,007,832   3,908,460  

 未払収益分配金 3,388,908   3,386,572  3,349,354  3,357,193  3,324,253   3,323,622  

 未払解約金 53,089   7,529  －  794,486  34,200   4,272  

 未払信託報酬 590,077   663,615  610,680  568,029  647,593   578,967  

 未払利息 8   7  4  4  8   10  

 その他未払費用 1,620   1,822  1,673  1,557  1,778   1,589  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 481,322,627   480,794,220  466,961,685  476,440,109  465,566,774   471,465,634  

 元本 564,818,028   564,428,799  558,225,684  559,532,288  554,042,200   553,937,114  

 次期繰越損益金 △ 83,495,401   △ 83,634,579  △ 91,263,999  △ 83,092,179  △ 88,475,426   △ 82,471,480  

(D) 受益権総口数 564,818,028口 564,428,799口 558,225,684口 559,532,288口 554,042,200口 553,937,114口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,522円 8,518円 8,365円 8,515円 8,403円 8,511円
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第60期 第61期 第62期 第63期 第64期 第65期 

2016年11月10日～ 
2016年12月９日 

2016年12月10日～
2017年１月10日

2017年１月11日～
2017年２月９日

2017年２月10日～
2017年３月９日

2017年３月10日～ 
2017年４月10日 

2017年４月11日～
2017年５月９日

  円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 △         64   △         80  △         55  △         35  △         56   △         77  

 受取利息 －   3  4  2  1   －  

 支払利息 △         64   △         83  △         59  △         37  △         57   △         77  

(B) 有価証券売買損益 33,179,462   3,833,482  △  4,578,316  12,285,510  △  2,235,057   9,888,043  

 売買益 33,419,850   3,885,775  77,318  12,353,240  44,609   9,932,004  

 売買損 △    240,388   △     52,293  △  4,655,634  △     67,730  △  2,279,666   △     43,961  

(C) 信託報酬等 △    591,697   △    665,437  △    612,353  △    569,586  △    649,371   △    580,556  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 32,587,701   3,167,965  △  5,190,724  11,715,889  △  2,884,484   9,307,410  

(E) 前期繰越損益金 △ 99,834,415   △ 70,195,830  △ 69,123,550  △ 77,494,121  △ 68,252,633   △ 74,275,494  

(F) 追加信託差損益金 △ 12,859,779   △ 13,220,142  △ 13,600,371  △ 13,956,754  △ 14,014,056   △ 14,179,774  

 (配当等相当額) (   24,813,264)  (   25,053,405) (   25,063,091) (   25,297,313) (   25,151,970)  (   25,228,538) 

 (売買損益相当額) (△ 37,673,043)  (△ 38,273,547) (△ 38,663,462) (△ 39,254,067) (△ 39,166,026)  (△ 39,408,312) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 80,106,493   △ 80,248,007  △ 87,914,645  △ 79,734,986  △ 85,151,173   △ 79,147,858  

(H) 収益分配金 △  3,388,908   △  3,386,572  △  3,349,354  △  3,357,193  △  3,324,253   △  3,323,622  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 83,495,401   △ 83,634,579  △ 91,263,999  △ 83,092,179  △ 88,475,426   △ 82,471,480  

 追加信託差損益金 △ 12,859,779   △ 13,220,142  △ 13,600,371  △ 13,956,754  △ 14,014,056   △ 14,179,774  

 (配当等相当額) (   24,847,680)  (   25,062,122) (   25,071,072) (   25,303,172) (   25,156,435)  (   25,231,463) 

 (売買損益相当額) (△ 37,707,459)  (△ 38,282,264) (△ 38,671,443) (△ 39,259,926) (△ 39,170,491)  (△ 39,411,237) 

 分配準備積立金 41,055,430   39,528,494  37,299,782  35,892,947  33,920,804   32,566,052  

 繰越損益金 △111,691,052   △109,942,931  △114,963,410  △105,028,372  △108,382,174   △100,857,758  
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 560,698,510円 

作成期中追加設定元本額 25,785,392円 

作成期中一部解約元本額 32,546,788円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.8511円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は82,471,480円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2016年11月10日～ 
2016年12月９日 

2016年12月10日～
2017年１月10日

2017年１月11日～
2017年２月９日

2017年２月10日～
2017年３月９日

2017年３月10日～ 
2017年４月10日 

2017年４月11日～
2017年５月９日

費用控除後の配当等収益額 2,239,291円 2,103,037円 1,806,460円 2,028,188円 1,783,859円 2,049,154円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円

収益調整金額 24,847,680円 25,062,122円 25,071,072円 25,303,172円 25,156,435円 25,231,463円

分配準備積立金額 42,205,047円 40,812,029円 38,842,676円 37,221,952円 35,461,198円 33,840,520円

当ファンドの分配対象収益額 69,292,018円 67,977,188円 65,720,208円 64,553,312円 62,401,492円 61,121,137円

１万口当たり収益分配対象額 1,226円 1,204円 1,177円 1,153円 1,126円 1,103円

１万口当たり分配金額 60円 60円 60円 60円 60円 60円

収益分配金金額 3,388,908円 3,386,572円 3,349,354円 3,357,193円 3,324,253円 3,323,622円
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国際インドネシア債券オープン（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第60期 第61期 第62期 第63期 第64期 第65期 

１万口当たり分配金（税込み） 60円 60円 60円 60円 60円 60円
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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インドネシア債券オープン マザーファンド154043 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ・インドネシア
国 債 イ ン デ ッ ク ス 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

 
期 中
騰 落 率

(円ベース、
国内投信用)

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

７期(2015年５月11日) 12,851 0.2 164.07 1.5 96.6 － 515

８期(2015年11月９日) 12,452 △ 3.1 163.40 △ 0.4 94.8 － 485

９期(2016年５月９日) 12,452 0.0 161.76 △ 1.0 93.2 － 454

10期(2016年11月９日) 12,855 3.2 166.96 3.2 97.1 － 447

11期(2017年５月９日) 14,387 11.9 188.22 12.7 97.0 － 470
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） シティ・インドネシア国債インデックス（円ベース、国内投信用）はCitigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている債券

インデックスです。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

  

インドネシア債券オープン マザーファンド 

《第11期》決算日2017年５月９日 

[計算期間：2016年11月10日～2017年５月９日] 

「インドネシア債券オープン マザーファンド」は、５月９日に第11期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第11期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 
インドネシアの国債等（国債、政府保証債、政府機関が発行する債券等をいいます。）
および政府の出資比率が50％を超えている発行体の発行する債券ならびに国際機関債

主 な 組 入 制 限 

・国債等および国際機関債以外への投資割合は、取得時において、当マザーファンドの
純資産総額の35％以内とします。 

・社債等への投資割合は、取得時において、当マザーファンドの純資産総額の10％以内
とします。 

・外貨建資産への投資割合は、制限を設けません。 
 

― 15 ―

04_676412_添付ファンド_10pt.indd   15 2017/06/14   17:49:02



品 名：90003_154043_011_04_インドネシア債券オープン マザーファンド_676413.docx 

日 時：2017/6/6 11:09:00 

ページ：2 

 

 

― 2 ― 

インドネシア債券オープン マザーファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ・インドネシア国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率

 騰 落 率
(円ベース、
国内投信用)

騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年11月９日 12,855 － 166.96 － 97.1 －

11月末 12,898 0.3 168.08 0.7 96.4 －

12月末 13,752 7.0 179.43 7.5 94.9 －

2017年１月末 13,711 6.7 178.49 6.9 95.8 －

２月末 13,840 7.7 180.34 8.0 94.5 －

３月末 14,131 9.9 184.27 10.4 96.0 －

４月末 14,218 10.6 185.96 11.4 96.2 －

(期  末)   

2017年５月９日 14,387 11.9 188.22 12.7 97.0 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ11.9％の上昇となりました。 

 

  
（注） 参考指数は期首の値をファンド基準価額と同一になるよう指

数化しています。 

●基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

・ 保有債券の利子収益を享受したことや保有債券

の利回りが低下したこと、インドネシア・ルピ

アが対円で上昇したことが、基準価額の上昇要

因となりました。 

 

●投資環境について 

◎債券市況 
・ インドネシア５年国債利回りは、期を通してみ

ると低下しました。 

・ 2016年11月は、トランプ次期米国大統領候補の財

政拡張的な政策により成長が加速するとの期待

を背景に、グローバルに利回りが上昇したことな

どから、インドネシアの利回りは上昇しました。 

・ 2017年１月前半は消費者物価指数（ＣＰＩ）が

市場予想を下回ったことに加え、米国の金利上

昇が一服したことなどから、インドネシアの利

回りは低下しました。 

・ ３月後半は、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

にて米国の利上げペース加速が示されなかった

ことを背景にグローバルで金利が低下したこと

などから、インドネシアの利回りは低下しました。   
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インドネシア債券オープン マザーファンド

◎為替市況 
・ インドネシア・ルピアは、期を通してみると対

円で上昇しました。 

・ 2016年11月から12月末にかけて、米国の利上げ

観測が強まりリスク回避姿勢が高まったことな

どから、インドネシア・ルピアは米ドルに対し

て下落したものの、インドネシアの中央銀行が

通貨防衛の姿勢を示したことや米国の利上げ

ペースが速まるとの思惑で米ドル高・円安が進

んだことなどから、インドネシア・ルピアは円

に対しては上昇しました。 

・ 2017年初から３月にかけては、米トランプ大統

領から米ドル高・円安を牽制するコメントが発

せられたことや、米利上げペース加速の期待が

後退し米ドル安・円高が進んだことなどから、

インドネシア・ルピアは対円で緩やかに下落し

ました。 

・ ４月中旬以降は、フランス大統領選挙の第１回

投票結果を受けて、欧州の政治不透明感が後退

したことなどから、米ドル高・円安が進みイン

ドネシア・ルピアは円に対して上昇しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 

・ インドネシアの国債等（国債、政府保証債、政

府機関が発行する債券等をいいます。）、および

インドネシア政府の出資比率が50％を超えてい

る発行体の発行する債券ならびに国際機関債を

主要投資対象とし、一部、インドネシアの社債

等に投資しました。債券の組入比率は高位を保

ちました。 

・ インドネシア・ルピア建債券のほか、米ドル建

債券にも投資しました。また、米ドル建債券へ

の投資にあたっては、実質的にインドネシア・

ルピア建となるように直物為替先渡取引

（ＮＤＦ）などを行いました。 

・ 外貨建資産について、対円での為替ヘッジは行

いませんでした。 

・ デュレーション＊については、期首6.6、期末6.7

となりました。 
＊デュレーションとは、「金利変動に対する債券価格の変動性」を示

すもので、債券はデュレーションが大きいほど、金利変動に対す

る価格の変動が大きくなる傾向があります。 

 

・ 前記の結果、保有債券の利子収益を享受したこ

とや保有債券の利回りが低下したこと、インド

ネシア・ルピアが対円で上昇したことがプラス

要因となり、基準価額は期首に比べ上昇しまし

た。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・ インドネシア国内においては、政府による景気

刺激策やインフラの整備・拡充を通じて、今後

も高い経済成長を見込んでいます。一方で、イ

ンドネシアの債券市場は外国人の保有比率が高

いことや、対外債務への依存度が相対的に高い

ことなどから、外的要因の変化やインドネシア・

ルピアの下落には注意が必要と考えます。 

 

◎今後の運用方針 
・ 引き続き、インドネシアの国債等（国債、政府

保証債、政府機関が発行する債券等をいいま

す。）、およびインドネシア政府の出資比率が

50％を超えている発行体の発行する債券ならび

に国際機関債を主要投資対象として運用を行い、

これらの債券を高位に保ちます。 

・ インドネシア・ルピア建以外の債券に投資した

場合には、原則として、実質的にインドネシア・

ルピア建となるように直物為替先渡取引

（ＮＤＦ）などを行います。 

・ 外貨建資産については、原則として対円での為

替ヘッジを行わない方針です。 

・ 良好な財政・経済環境を背景に、債券市場は概

ね安定的に推移すると思われるため、デュレー

ションは現状の水準程度を維持する方針です。 
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インドネシア債券オープン マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 5  0.038 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (5)  (0.038) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用

 合 計 5   0.038   

期中の平均基準価額は、13,758円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 
国 

  千インドネシアルピア 千インドネシアルピア 
インドネシア 国債証券 2,072,600 3,994,900 

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

 

 

種 類 取 引 契 約 金 額 
 百万円
直物為替先渡取引 44

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
  

公社債 

スワップ及び先渡取引状況 
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インドネシア債券オープン マザーファンド

○組入資産の明細 (2017年５月９日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千アメリカドル 千アメリカドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

アメリカ 100 129 14,627 3.1 － 3.1 － －

 千インドネシアルピア 千インドネシアルピア   

インドネシア 51,000,000 51,909,202 441,228 93.9 － 82.6 7.6 3.6

合 計 － － 455,856 97.0 － 85.7 7.6 3.6
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千アメリカドル 千アメリカドル 千円  

  社債券 7.875 MAJAPAHIT H 370629 7.875 100 129 14,627 2037/６/29

小 計 14,627  

インドネシア 千インドネシアルピア 千インドネシアルピア   

  国債証券 6.125 INDONESIA 280515 6.125 6,000,000 5,467,434 46,473 2028/５/15

   6.625 INDONESIA 330515 6.625 8,000,000 7,235,664 61,503 2033/５/15

   7 INDONESIA 270515 7.0 7,000,000 6,958,000 59,143 2027/５/15

   8.25 INDONESIA 210715 8.25 4,000,000 4,210,000 35,785 2021/７/15

   8.25 INDONESIA 320615 8.25 5,000,000 5,266,950 44,769 2032/６/15

   8.375 INDONESIA 240315 8.375 6,000,000 6,435,054 54,697 2024/３/15

   8.375 INDONESIA 260915 8.375 7,000,000 7,598,500 64,587 2026/９/15

   9 INDONESIA 290315 9.0 6,000,000 6,731,994 57,221 2029/３/15

  特殊債券 7 IADB(GL) 190204 7.0 2,000,000 2,005,606 17,047 2019/２/４

小 計 441,228  

合 計 455,856  
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 社債券には政府の出資比率が50％を超えている企業の発行する債券が含まれております。 

 

 

種 類 
取 引 契 約 残 高 

当期末想定元本額 

 百万円

直物為替先渡取引 11
  
  

外国公社債 

スワップ及び先渡取引残高 
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インドネシア債券オープン マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2017年５月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

公社債 455,856 97.0

コール・ローン等、その他 14,333 3.0

投資信託財産総額 470,189 100.0
 

（注） 期末における外貨建純資産（469,002千円）の投資信託財産総額（470,189千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝113.28円 100インドネシアルピア＝0.85円   

 

○特定資産の価格等の調査 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

特 定 資 産 の 種 類 件  数 

直物為替先渡取引 4 
 
当期に、当ファンドにおいて行った取引のうち、「投資信託及び投資法人に関する法律」第11条に基づき価

格等の調査が必要とされた資産の取引については、ＰｗＣあらた監査法人へその調査を委託し、調査報告書を

受領しました。当該取引については、取引相手方の名称、通貨の種類、売買別、想定元本、満期日、その他当

該取引の内容に関することについて調査を依頼しました。 
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インドネシア債券オープン マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年５月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 470,189,357  

 コール・ローン等 5,692,369  

 公社債(評価額) 455,856,063  

 未収入金 4,208  

 未収利息 8,636,717  

(B) 負債 121,906  

 未払解約金 121,904  

 未払利息 2  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 470,067,451  

 元本 326,719,703  

 次期繰越損益金 143,347,748  

(D) 受益権総口数 326,719,703口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,387円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 348,027,521円 

期中追加設定元本額 11,568,764円 

期中一部解約元本額 32,876,582円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.4387円です。 

○損益の状況 (2016年11月10日～2017年５月９日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 13,994,872  

 受取利息 13,995,870  

 支払利息 △        998  

(B) 有価証券売買損益 38,425,230  

 売買益 39,107,435  

 売買損 △    682,205  

(C) 先物取引等取引損益 147,507  

 取引益 422,404  

 取引損 △    274,897  

(D) 保管費用等 △    177,312  

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 52,390,297  

(F) 前期繰越損益金 99,354,167  

(G) 追加信託差損益金 3,806,194  

(H) 解約差損益金 △ 12,202,910  

(I) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 143,347,748  

 次期繰越損益金(Ｉ) 143,347,748  
 

（注） (B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の

評価換えによるものを含みます。 

（注） (G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (H)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

国際インドネシア債券オープン（毎月決算型） 326,719,703円 
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